
午　前 午　後 夜　間 全　日

午前9時から
正午まで

午後1時から
午後5時まで

午後6時から
午後10時まで

午前9時から
午後10時まで

大ホール 24,000 円 32,000 円 32,000 円 88,000 円

大
会
議
室

白鳥（1） 4,500 円 6,000 円 6,000 円 16,500 円

シギ（2） 2,400 円 3,200 円 3,200 円 8,800 円

チドリ（3） 2,400 円 3,200 円 3,200 円 8,800 円

オジロワシ（4） 4,500 円 6,000 円 6,000 円 16,500 円

小
会
議
室

ニッコウキスゲ（1） 900円 1,200 円 1,200 円 3,300 円

コスモス（2） 900円 1,200 円 1,200 円 3,300 円

あじさい（3） 900円 1,200 円 1,200 円 3,300 円

研
修
室

松（1） 900円 1,200 円 1,200 円 3,300 円

つつじ（2） 900円 1,200 円 1,200 円 3,300 円

ハマナス（3） 900円 1,200 円 1,200 円 3,300 円

調理実習室 1,500 円 2,000 円 2,000 円 5,500 円

パントリー 1,500 円 2,000 円 2,000 円 5,500 円

リハーサル室 （1） 750円 1,000 円 1,000 円 2,750 円

リハーサル室 （2） 750円 1,000 円 1,000 円 2,750 円

楽屋 （1） 750円 1,000 円 1,000 円 2,750 円

楽屋 （2） 450円 600円 600円 1,650 円

楽屋 （3） 450円 600円 600円 1,650 円

楽屋 （4） 750円 1,000 円 1,000 円 2,750 円

使用区分

種　　別







　青森県では、縄文時代後期の前半期（約 4,000 年前）に遺跡数が飛躍的に増加するとともに、墓の多様化や
環
かんじょうれっ

状列石
せき

をはじめとする配
はい

石
せき

遺
いこ う

構（石を一定の形状に配置した遺構）を有する遺跡が増加します。
　墓の中でも特殊なものとして「再

さいそう

葬土
ど き

器棺
かん

墓
ぼ

」が挙げられます。土器棺は、青森県を中心に東北地方北部に
数多く分布し、縄文中期末

まつよう

葉～後期前
ぜんよう

葉（約 4,000 年前）にみられ、約 50 遺跡、70 基以上を数えます。六ヶ所
村でも複数の土器棺が確認されています。昭和 46 年に頭

とうがいこつ

蓋骨を含む人骨が収納された土器棺が弥
いやさか

栄平
だいら

（1）遺跡
から出土しており（図版 1）、18 ～ 19 歳の女性と鑑定され、後に複顔されました。村立郷土館の対話式ロボット
「縄

じょう

文
もん

美
よし

子
こ

」のモデルとされています。上
かみおぶち

尾駮（2）遺跡では土
ど

坑
こう

と呼ばれる穴の底から横倒しの状態で壷形の土
器棺が出土し、鷹

たかほこ

架遺
い

跡
せき

では一つの土坑から 3つの壷が見つかり、うち 2つの壷から骨片が検出されました。
このほか、泊

とまり

地
ち く

区や倉
くらうち

内地
ち く

区唐
から

貝
かい

地
ち

でも土器棺と考えられる大型壷が発見されています。
　また、土器棺と時期的に重なり、焼

しょう

成
せい

前
まえ

に土器の上下を切り離した「切
せつだん

断壷
つぼがた

形土
ど き

器」も子供用の土器棺とす
る説があり、六ヶ所村では弥栄平（1）遺跡、大

おおいしたい

石平遺跡（図版 2）、上尾駮（2）遺跡などでも出土し、赤く彩られ
たものも目立ちます。
　環状列石を主体とする遺跡は、2021 年に「北海道・北東北の縄文遺跡群」の構成資産の一つとして世界遺産
登録された小

こ

牧
まき

野
の

遺跡（青森市）が代表的ですが、村内の大石平遺跡（図版 3）と上尾駮（2）遺跡でも類似する配
石遺構が検出されています。大石平遺跡では直径 25 ｍ前後の中央広場の中心に直径 5ｍの配石と広場の外側に
長さ 15 ｍの弧状の列石が配置され、列石の外側には土坑群や柱穴群が円環状に巡り（図版 4）、さらに外側に複
数の竪穴住居跡が見つかっています。上尾駮（2）遺跡では直径 20 ｍ前後の中央広場の周囲に多くの石や配石を
伴う墓 が配置されており、列石の周囲に土

ど

坑
こう

群
ぐん

が円
えん

環
かん

状
じょう

に配置され、さらに西側斜面に竪穴住居跡が分布して
います。
　このほかにも、村内では縄文後期前半の遺跡から、手形・足形付土版、動物形土製品、鐸

たく

形
がた

土
ど

製
せい

品
ひん

など祭
さい

祀
し

や儀
ぎ

礼
れい

に関連するような様々な遺物が数多く出土していることから、六ヶ所村は縄文時代の精神世界を解明す
る上で重要な地域といえるでしょう。


